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が、シリコンバレーにアジア系が多すぎると
いうことで、その辺りで新しく対策を立案し
ようとしているぐらいです。他の先生にも聞
きましたが、アジア系の学生、院生なしでは、
理工系は研究が進まないということをおっし
ゃっておりました。2015年の調査でも、やは
り就職ということについて関心が集まってい
るということであります。 
 さて、スライドの最後の部分は「你はなぜ
日本へ？」。どこかのテレビ番組のタイトル
のパクリですが、21世紀以降、おそらく私の
簡単な調査でも言えると思いますが、日本留
学の動機が変わったのではないかということ
です。これは、坪谷さんという『中国 21』に
書かれていた横浜の先生もおっしゃっていま
したが、やはり受験、あるいは就職難という
のを回避するために、留学に行くということ
です。日本の場合は、1980年代とか民国時期
は先進国、欧米の一部として留学に来るとい
うことだったのが——この辺りは周先生のお話
に重なると思いますが——日本文化に興味があ
る、特にACG（アニメ、コミック、ゲーム）、
美容、スイーツ、こういうものを学びたいか
ら日本に行きたいということです。実際に私
が広西チワン族自治区の南寧でヒアリング調
査していた時も、そういった若い人が何人も
いました。京都精華大学の大学院に、マンガ
研究科というところがありますが、そこもや
はり多くの中国人がいるそうです。脱線しま
すが、そこではドイツ人のジャクリーヌ・ベ
ルント先生が日本語で授業をして、ドイツ人
と中国人が日本語を介して日本マンガを語る
という、グローバル化の興味深い状況がある
そうなんですね。 
 また日本留学希望者は、大都市の富裕層で
はなく、ちょっとその下ぐらいの層、あるい
は東北地域が多いのではないかということを、
坪井さんという駒沢の社会学の先生が書いて
おりました。私は南寧と上海の国際部の話を
しましたが、その辺りだと完全に全部英語で
すが、東北の国際部の学校だと、日本への進
学クラスというもあるらしいです。ですので、
こういった状況の中で、今後日本へ留学して
くれる中国の若い人がもっと増えてくれれば
いいなと思いつつ、私の報告を終わりたいと
思います。それから、個人的な感想を少し言
いたいと思います。やっぱり中国は広いなと
思います。階層、上、下、地域、東北と広西
チワン族自治区、都市と農村、上海、あるい
は内陸部の農村では、おそらくいろいろまた
違うのではないかというように思った次第で
あります。以上、時間を守ってこの辺で簡単
ですが報告を終わらせていただきます。あり
がとうございました。 
